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This research work focuses on the quantitative evaluation of progressing discoloration of lumber surfaces 
exposed to sunlight and water. By scanning periodically the specimens with different surface roughness, 
exposed to different orientations, the progress of discoloration was digitized. The color data was converted to 
the color standards CIELAB. Expressing the sequential discoloration in such numerical form contributes to the 
realistic rendering of wood that is indispensable to simulate the aging of wooden buildings. 
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１．	はじめに 
木材には,木理や色調など生物材料ならではの独特な
表情がある.だが,有機的な性質を持つがために変色が起
こり易いことも周知の事実である[1].屋外に暴露された
木材の一般的な変色過程では,樹種本来の色が淡色の場
合,まず黄色もしくは褐色に変色し,最終的には全ての木
材が灰色化するとされている[2].	
木材の変色は必ず起こるものであり,木材を用いた外
壁デザインを行う場合には,印象を決定づける一つの要
素として変色することを想定しなければならない.建築
の仕上がりをシミュレーションするためには,木材の経
時的な変色傾向を捉えておくことが不可欠となる.		
そこで,本研究は,屋外暴露木材の経時的な変色傾向の
調査を目的として,屋外暴露試験を実施した.	
建築の外壁に用いられる板材の仕上げには,一般的に
プレーナー加工を施すことが多い.屋外暴露試験ではプ
レーナー仕上げ,及び未仕上げの板材を試験体として使
用した.木材の変色には色ムラも見られるが,遠景で視認
する建築外観の印象評価は,平均的な色あいに左右され
やすいと考え,木材表面の平均色の変化傾向を調査した.	
 
２．	屋外暴露試験 
（１）試験概要 
１ヶ月経過ごとの木材表面の画像データ取得を目的と
して,６ヶ月間の屋外暴露試験を実施した.試験体は,福
島県東白川郡の製材所にて,地場産材のスギを製材,人工
乾燥処理を行って得たものである.試験内容については,	
以下に示す通りである.	
	
試験期間）	 2016 年 7 月 7 日-2017 年 1 月 7 日	
試験体）	 	 スギ	KD 材	
基本形状）	 420mm×240mm×45mm	
数量）	 	 	 プレーナー仕上げ	 	20 枚	
	 	 	 	 	 		プレーナー未仕上げ	20 枚	
暴露方位）	 南北に各 10 枚ずつ	
暴露面）	 	 木裏	
設置高さ）	 地表面から１m 程	
試	験	場）	 周囲に遮蔽物がない芝地	
	
（２）試験体の画像データ化 
複数の試験体を同様の条件下で画像データ化するため
にスキャナーを使用した.試験開始時と試験開始後1ヶ月
経過ごとの計 7 回,各試験体の画像データ化を行った.	
 
３．	画像データの処理 
（１）平均色と数値化 
人間の通常視力で認識できる全ての色を表現可能な
CIE	L*a*b*	カラーモデルを用いて,	屋外暴露試験で得ら
れた画像データの色の数値化を行った.画像編集ソフト
（Adobe	Photoshop）の機能を用いて画像データの平均色
を自動算定し,その色彩値を各試験体の変色を捉える指
標とした. 	
（２）試験結果について 
得られた色彩値と画像データを元に, 試験結果を「変色
推移一覧表」,「画像データ一覧表」と題した二つの資料
にまとめた. 「変色推移一覧表」は経時的な変色傾向が数
値とグラフで確認可能であり,各試験体とプレーナー仕上
げ材, 及び未仕上げ材の平均値についてまとめた.「画像
データ一覧表」は, 試験開始時から一ヶ月経過ごとの各試
験体表面の様子を目視評価可能である. 
 
４．	まとめ	
（１）変色傾向と特徴 
	 今回行った試験におけるプレーナー仕上げ,及び未仕
上げのスギ材のそれぞれの変色傾向には幾つかの特徴が
見られた.	図１〜図4に示すように,試験開始からの１ヶ
月間,その後の２ヶ月間,その後の３か月間で変色傾向が
それぞれ異なる.	
 
（２）プレーナー仕上げ材の変色傾向 
	 図１に示す通り,試験開始からの一ヶ月間で顕著な黄
色化傾向が見られた.その後の２ヶ月間では顕著な無彩
色化傾向が見られ,その後も緩やかな無彩色化傾向が見
られた.材色の明るさについては,図２に示す通り,試験
開始から３ヶ月間経過時まで, 緩やかに明色化し続け, 
その後は暗色化傾向が見られた.	
	
図１	プレーナー仕上げ材のａ*,ｂ*値の変化傾向	
	
図２	プレーナー仕上げ材のＬ*値の変化傾向	
	
（３）プレーナー未仕上げ材の変色傾向 
	 プレーナー未仕上げ材も,	図３に示すように,	試験開
始からの１ヶ月間は黄色化傾向が見られたが,	プレーナ
ー仕上げ材のような顕著な傾向は見られなかった.その
要因としては,試験体として入手する段回の,高温蒸気式
人工乾燥処理が影響したものと考えられる.	プレーナー
未仕上げ材は,乾燥処理に伴い,表面が既に飴色に変色し
たものであったことに対して,プレーナー仕上げ材は飴
色化した部分を切削加工して得たものである.その差異
が,	試験開始時,及び試験開始後１ヶ月間の色彩値にあ
らわれたと考えられる.	
	 試験開始から１ヶ月経過した後の２ヶ月間は, 顕著な
無彩色化傾向が見られ,	その後も緩やかな無彩色化傾向
が見られた.	材色の明るさについては,図４に示す通り,
試験期間中ほぼ一定な暗色化傾向が見られた.	
	
図３	プレーナー未仕上げ材のａ*,ｂ*値の変化傾向	
	
図４	プレーナー未仕上げ材のＬ*値の変化傾向	
	
（４）変色傾向と降水量 
試験開始から１ヶ月経過以降は,プレーナー仕上げ材
及びプレーナー未仕上げ材ともに黄色味の増加を示す 
ｂ*値の上昇傾向も見られなくなり,無彩色化傾向が続い
た. プレーナー仕上げ材及びプレーナー未仕上げ材に共
通して,顕著な無彩色化傾向が見られた8/7〜10/7の２ヶ
月間は,	図５に示すように,試験地一帯で特に降水量が
多かった期間と重なり,雨水の影響を強く受けたものと
考えられる.	
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	図５	 福島県東白川郡の気象データ	
	
（５）木理の変色 
試験体の画像データを目視評価したところ,木理の変
色に一定の変色傾向があると判断し,局所的な変色につ
いても調査を行った.図６に示す同じ箇所の変色につい
て調べたところ,試験開始時と比べ,木理が黄色化してい
る様子が確認できた.	
	
	 	 	
図６	試験開始時と６ヶ月経過時の木理の様子	
	
図７	試験開始時の木理の色彩値	
	
		
図８	 ６ヶ月経過時の木理の色彩値	
５．	おわりに	
（１）研究成果 
本研究では,変色するスギ材表面の画像データを用い
て,色の数値化を行うことにより,屋外暴露による経時的
な変色傾向が把握できた.成果としては,①木質外壁の変
色の予測,②CG パースなどでの木材の色の再現,この２点
において,設計活動に資する木材変色の実値が得られた
と考える.	
	
（２）今後の課題	
木材の経時的な変色傾向については調査ができたが,
変色した木材が印象評価に如何に影響を及ぼすかについ
ての調査は行っていない.本研究は,印象評価との関連性
が明らかとなることで,実用性がより期待できるもので
ある.		
また,木理の色調については,調査を重ねることにより,
単純化した色彩値モデルの作成が可能であると考える.
木材として認識する上で木理は欠かせない要素であり,
さらなる調査を期待する.	
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